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当院における病院薬剤師の業務と役割
および図害室の利用と連携について

１･はじめに

当院は病床数670床、２１診療科を有する地域

基幹病院です。2004年３月に１３年間にわたって

行われた増改築が終わり、新しい病院に生まれ

変わりました。

これより少し早い2002年４月に薬剤部は、院

外処方菱を発行するようになりました。それに

伴い調剤業務が従来の外来調剤から院内調剤が

中心となり、業務内容が一変しました。

Ⅱ、薬剤部業務の変遷

以前は、業務時間中はほとんど薬剤部に釘付

けの状態で、外来処方菱の調剤を行っていまし

た。１日約1,000枚外来処方菱が発行され、正

確さに加えてスピードが求められる毎日でし

た。余談ですが今でも散薬の秤量時には、ひと

さじで正確に量りとれる職人技を持っているこ

とがひそかな誇りでもあります。

院外処方菱を発行するようになり、調剤はほ

とんど入院調剤のみになりました。

入院患者様の治療が安全かつ効果的に行われ

るよう薬剤師の業務は、病院の中でいろいろな

方面に向かって広がりつつあります。以下に詳

しい業務内容を述べます。

Ⅲ、薬剤部の業務
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患者様に投与された薬物の血中濃度を測定

し、有効な血中濃度が維持できているか、副作
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用が発現する中毒域に入っていないかをチェッ

クします。特に院内感染のリスクが伴う抗

ＭＲＳＡ薬については、投与設計を行い、投与

量や投与間隔を医師へ提案し､院内感染の予防、

抗ＭＲＳＡ薬の適正使用に貢献しています。
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栄養状態が悪い患者様は、感染のリスクが高

いことや、高カロリー輸液は糖濃度が高く真菌

などの輸液汚染も問題となるため、高カロリー

輸液の無菌調製を薬剤部内のクリーンベンチで、

行っています。当院で昨年の７月よりスタート

したＮＳＴ（NutritionSupportTeam）の一員と

して、患者様の栄養状態の評価を行い、必要な

カロリー、栄養素の組成を計算し、それに見合

う輸液剤を選択し提案したり、チームメンバー

へ輸液剤・経腸栄養剤についての情報提供を

行ったりしています。

３．薬剤管理指導業務

院外処方菱を発行した事で、いちばん変化を

遂げた業務が、薬剤管理指導業務です。薬剤師

が病棟に常駐し、患者様に薬効や副作用などの

説明を行ったり、重大な副作用の初期症状を見

逃さないようモニタリングを行ったり、また薬

の相互作用をチェックしたり、より患者様に身

近なところで仕事を行うようになりました。

自分たちが調剤した薬が患者様に投与され、

自分たちの眼で効果・副作用を確かめ、医師・

看護師・その他の職種にその情報をフィード

バックさせ、治療が有効・安全かつ適正に行え

るよう活動しています。

４．抗がん剤の調製業務
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報を閲覧できるようになっています（図)。添

付文掛:改定情報やトピックスをニュースとして

随時アップロードしています、また処方時の参

考資料となる院内採用薬品に関する一覧表も閲

覧可能です。

抗がん剤による医療事故が多発する１１１，患新

様にとって安全に治療が行えるよう、当院でも

2003年８月より入院・外来患者様の抗猫剤を薬

剤師が２名体制でダブルチェックを行いながら

調製しています。また調製の前段階では、プロ

トコールチェック．投与雌のチェックなど、複

数の薬剤師が関わります。このように、事故を

なくすための体制を整え取り組んでいます。

５．臨床研究（治験・製造販売後臨床試験・自

主研究など）

医薬品の臨床試験を行うための臨床研究依頼

者への病院の窓口となる業務です。1997年に改

正された新ＧＣＰ法に基づいて倫理性、科学性、

信頼性を確保するために行うもので、当院では

院内の治験審査委員会（IRB）で承認された臨

床試験を実施する際に、患者様、治験依頼者、

医師の三者間のコーデイネータ役をそれぞれ専

門分野の薬剤師がつとめます。

当院では治験が１年に約20件、大学機関など

と共同して行う自主研究は約60件あり、いずれ

も年々増加の傾向にあります。

ひとつの薬が発見され、開発され、動物実験

を経て発売されるまでに約20年間かかるといわ

れます。治験コーディネータは膨大な番類と一

緒に臨床試験の信頼性と、その楽の安全性・右

効性が確保されているかどうかを監視していま

す。

６．製剤業務

薬剤部内の製剤室では、市販されていない特

殊処方や、処慨薬剤を製剤しています。患者様

への安全性をしっかりと検討した上で、調製す

るかどうかを判断し、適切であるものを訓製し

ています。
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医薬品情報を他部門へ情報提供する業務で

す。日々更新される莫大な並の医療情報の中か

ら必要な情報を選び出し、正しく伝えることを

職務としています。当院ではオーダリングシス

テム内に､医薬品情報提供システムを組み込み、

オーダリング画面からすべての職貝が医薬品情
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Ⅳ、図書室との関わり

以上述べてきた巾で、図書室と一番密接にか

かわる業務はＤＩ(DruglnfOrmation)業務です。

ＤＩ室（薬品情報室）には各製薬会社のＭＲ

(MedicalRepresentative）と呼ばれる担当者に

医薬品に関する情報を提供していただいていま

す。薬品についての資料や文献はＭＲの方に

提供を依頼する傾向にありますが、偏りなく客

観的に薬品の情報を吟味するためには、自分自

身で必要な情報を検索することが必要です。こ

のような場合は図書室と連携をとり、司書から

情報を得たり、また文献検索を手伝って頂いた

りしています。特に特殊製剤は適応外使用の場

合が多く、資料が少ないので、“Evidence”を

確かめるため、文献検索を手伝って頂いていま

す。

図書室には、必要な資料を探しに行くのです

が､その際図書室の司書の方と話をすることで、

必要な盗料とともに関連した情報を得られるこ

とや、探している情報について自分自身の考え

がまとまったり、今まで気づかなかった重要な

情報に気づいたりすることがあり、いつも助け
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図．医薬品'情報提供システムトップページ
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られています。

Ｖ・おわりに

薬あるところに薬剤師あり！

私たちの使命は患者様ひとりひとりの不安を

軽減し、安全に治療が行えるように、また薬が
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適正に使用され、最大限の効果が現れるように

することです｡たくさんの情報をよく吟味して、

医師、看護師、その他の医療従事者、患者様に

求められている情報を提供できるよう日々心が

けています。
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